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公共交通事業者の新型コロナウイルス
感染症への感染予防対策について
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緊急事態宣言解除後の札幌市内のバス、地下鉄の利用状況

○ 緊急事態宣言の発令中と解除後における札幌市内Ａ社の路線バス、地下鉄さっぽろ駅の利用状況は

以下のとおり。政府の緊急事態宣言の解除（5月25日）に伴い、バス利用は2割程度、地下鉄利用は2.5

割（土日は3割）程度戻りつつあるものの、依然として通常時より少ない状況。
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札幌市内Ａ社の路線バス及び地下鉄さっぽろ駅の利用状況の推移（対前年同期比）
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事業者による感染防止の取組

業種ごとの感染予防対策ガイドライン
バス、タクシー、鉄道、旅客船等の各事業者団体
がガイドラインを作成

利用者に関する対策（ガイドラインより一部抜粋）

・車内等換気、消毒などの実施。

・可能な限りのマスク着用の協力呼びかけ。

・消毒液設置により乗車する際の手指消毒のお願い。

・感染防止対策を示したチラシの掲示、配布等により、感染拡大防止

協力の呼びかけ。

緊急事態宣言解除後も、公共交通の利用は元の水準に回復しきれていない。利用者が安心・安全に利用できる

よう、事業者による感染予防対策の発信、利用者への「安全な公共交通の乗り方」の周知等が必要。

○ 各事業者団体は、感染予防対策ガイドラインを作成。各事業者はガイドラインに沿って感染予防の取組を徹底

して実施。また、利用者にはポスターやアナウンスなどにより、感染防止のための協力等を呼びかけ。

○ 利用者も「マスクの着用」「会話を控える」「目・鼻・口を触らない」などに注意し、感染リスクを低減。
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バスにおける感染予防対策の取組

○ 乗合バスでは、乗務員のマスク着用、手洗い、うがい、検温の徹底。バス車両における車内の換気、消毒、

空気清浄機の設置、消毒液の設置、飛沫防止用ビニールカーテンの設置、利用者へ協力を呼びかけるポスター

の掲示などを実施中。
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運転席を仕切る飛沫防止用ビニール

カーテンの設置
車内の消毒作業

待機車両のドアを開放し換気

バスターミナル内待合用シートでの

フィジカル・ディスタンスの確保

バスターミナル内の掲示

写真 北海道中央バス提供

写真 北海道中央バス提供

写真 北海道中央バス提供

写真 北海道中央バス提供



タクシーにおける感染予防対策の取組

後部座席を仕切る飛沫防止シートの設置

こ工部

○ タクシーでは、乗務員のマスク着用、手洗い、うがい、検温の徹底。タクシー車両における車内の換気、

消毒、消毒液の設置、飛沫防止用シートの設置などを実施中。

車内の消毒作業

車内消毒液の設置

営業所内に消毒液の設置

営業所内にビニールカーテン
を設置し飛沫感染防止

４

写真 北海道ハイヤー協会提供

写真 北海道ハイヤー協会提供

写真 北海道ハイヤー協会提供

写真 北海道ハイヤー協会提供

写真 北海道ハイヤー協会提供



旅客船における感染予防対策の取組

○ 旅客船では、従業員のマスク着用、船内の換気、ターミナル・船内の消毒、ターミナル・船内に消毒液の

設置、ターミナル・船内に飛沫防止用ビニールカーテンの設置、利用者の体温測定などを実施中。

５

船内のドアを開放し換気

ターミナル乗船口（改札口）にビニール
カーテンを設置し飛沫感染防止

を設置し飛沫感染防止
船内売店にビニールカーテン

船内の消毒作業

船室の消毒作業

写真 共栄運輸提供

写真 共栄運輸提供

写真 共栄運輸提供

写真 ハートランドフェリー提供

写真 ハートランドフェリー提供



（参考） 経営危機に立たされている公共交通事業者

○ 公共交通事業者は、他産業と比べて収支率が低く、慢性的に赤字となっている事業者が多い。

○ これまでも厳しい状況にあった公共交通事業者は、外出自粛による運送収入の急激な減少により、

経営の危機に立たされている。
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赤字事業者の割合

※道内事業者からの事業報告書を基に、各事業ごとに算出
H30年度実績：乗合バス・旅客船（一般定期航路）、H29年度実績：法人タクシー

地域住民の生活を支える持続可能な公共交通サービスの維持が危ぶまれる状況



地域公共交通における感染拡大防止対策

地域の生活や経済活動を支えるために機能の確保が求められている公共交通について、地域公共
交通事業者が十分な感染拡大防止対策を講じることができるよう、駅・車両等の衛生対策や、車内等
の密度を上げないよう配慮した運行等の実証事業を支援。

〇車両・船舶・航空機における抗菌・抗ウイルス対策
〇熱感知カメラ等の設置
〇バス運転席仕切りカーテン隔壁の設置
〇混雑時の移動（密な移動）回避を目的としたリアルタイム情
報を提供するシステム導入

〇必要な感染症対策を行ったうえで、車内等の密度を上げな
いよう配慮した実証運行

〇駅・ターミナルの衛生対策 等

〇鉄軌道事業者（地域鉄道）
〇バス事業者（地域バス）
〇旅客船事業者（定期航路（生活航路））
〇航空運送事業者（特定本邦航空運送事業者を除く。）

〇１／２等
車両の混雑具合を提供するシ
ステムの導入（カナダ・transit）

補助対象経費

補助対象事業者

補助率

バス運転席仕切りカーテン

熱感知カメラ設置による感染者
の公共交通利用自粛励行

車内の抗菌・抗ウイルス対策
ターミナル等の衛生対策

【令和２年度２次補正予算：13,805百万円】
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